
評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　　概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

各団体活動の情報の提供に努めてくだ
さい。

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

本市で活動する文化団体のほとんどが文化協会に所属しており、文化協会を中心に各種団体
が自主活動を行った。芸術文化に対する市民の関心を一層高めつつ、市民活動を活性化する
取り組みが今後の課題である。今後も文化協会と連携を図り、各団体活動の情報提供を推進し
ていく。

事 業 概 要 文化協会と連携を図り、各団体活動の情報の提供

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

推 進 施 策 ４－１　芸術・文化団体、指導者の育成 No. 89

事 業 名 情報の提供 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

各団体の指導者、ボランティアの確保
に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

市民主体の活動を活性化するために、文化協会を中心として各団体の活動支援を行った。生涯
学習講座（子ども茶道教室やストレッチ講座）では、文化協会員を講師として実施しており、今後
も文化協会に加入している団体の中から指導者やボランティアを確保できるよう働きかけ、幅広
く人材を求めていく。

事 業 概 要 文化協会の加入団体の中から指導者やボランティアを求める

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

推 進 施 策 ４－１　芸術・文化団体、指導者の育成 No. 90

事 業 名 指導者や文化ボランティアの確保 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　　できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

市民に芸術、文化に接する機会を今後
も提供してください。

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

11月に文化祭を開催し、多様な芸術・文化を鑑賞し、日頃の活動成果を発表する機会としてい
る。文化祭の企画運営は、文化協会（文化祭実行委員会）が中心となり、各団体が協力して開
催し、毎年多数の参加者が芸術・文化を楽しんでいる。

事 業 概 要 文化協会と共催

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

推 進 施 策 ４－２　芸術・文化の鑑賞・発表機会の充実 No. 91

事 業 名 阿波市文化祭の開催 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も文化行事の拡充に努めてくださ
い。

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

毎年開催されている阿波市文化祭は、市民がさまざまな芸術・文化を鑑賞・発表する場として定
着している。交流防災拠点施設アエルワを活用し、文化祭以外でも音楽会や舞踊など幅広く発
表することができるようになった。

事 業 概 要 芸能大会･音楽会･美術展などの文化行事の開催

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

推 進 施 策 ４－２　芸術・文化の鑑賞・発表機会の充実 No. 92

事 業 名 文化行事の拡充 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　　できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も市民参画を図る努力をしてくださ
い。

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

文化協会と共催して芸能大会・音楽会・美術展などの文化行事を行った。今後も幅広く市民に呼
びかけ、市民参画の仕組みづくりに努める。

事 業 概 要 幅広く市民参画を図る仕組みを構築

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

推 進 施 策 ４－２　芸術・文化の鑑賞・発表機会の充実 No. 93

事 業 名 市民参画の推進 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 ■ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

検討 検討 検討 検討 検討

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

現体制での工夫にに努めてください。

検討 検討 検討 検討 検討

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

阿波市は県内第3位の埋蔵文化財包蔵地数をかかえており、国・県・市指定文化財合わせて71
件の文化財が所在している。
文化財保護体制・調査研究体制の整備については、市文化財保護審議会委員との連携を強化
するなど現体制での工夫をしているが十分な成果はあがっていない。
文化財の保存・活用を現状以上に充実させていくためには、専門職員の増員が不可欠となる
が、文化財専門職員の採用や配置は実現できていない。

事 業 概 要 文化財専門職員の配属による体制強化

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

推 進 施 策 ４－３　文化財の保存・活用 No. 94

事 業 名 文化財保護体制や調査研究体制の整備 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 ■ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

検討 検討 検討 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

新たに指定する文化財の調査研究に
努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

阿波市には、国・県・市指定文化財が合わせて71件所在しているが、指定されるべき文化財も
未指定のまま多く残されている。
これらの未指定文化財を調査し指定していくことは文化財を保護する上で重要である。
平成27年度では、1件の市指定と既指定2件の指定区分変更を行っている。

事 業 概 要 市内の未指定文化財の調査研究

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

推 進 施 策 ４－３　文化財の保存・活用 No. 95

事 業 名 新たに指定する文化財の調査研究 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

検討 検討 検討 検討 検討

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

■ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

文化財ガイドブックの作成や、ホーム
ページでの紹介などの工夫に努めてく
ださい。

検討 検討 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

■ できていない

■ できていない

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

阿波市には、国・県・市指定文化財が合わせて71件所在している。
文化財保護の普及啓発活動の一環として、指定文化財ガイドブックの作成は重要となる。今後
もガイドブック作成に向けて検討していく。

事 業 概 要 指定文化財など市内に所在する文化財のガイドブックを作成

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

推 進 施 策 ４－３　文化財の保存・活用 No. 96

事 業 名 文化財ガイドブックの作成 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も文化財の保存継承をし、活用を
図ってください。

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

 ・国指定 天然記念物「阿波の土柱」除草植生管理業務  （1,485千円）
 ・国指定 天然記念物「野神の大センダン」公有地化事業 （2,821千円）
 ・天然記念物 樹木 治療及び枯枝切除事業  （1,364千円）
 ・県指定 古墳環境整備事業〔除草作業〕 （392千円）
 ・市指定 史跡「浦之池」オニバス駆除補助 （220千円）
 ・市指定 無形民俗文化財「案内神社獅子舞保存会」補助 （40千円）
 ・市指定 無形民俗文化財「御所神社桜獅子舞保存会」補助 （40千円）

事 業 概 要 有形文化財の積極的な活用や無形民俗文化財指定を受けた保存団体の育成

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

推 進 施 策 ４－３　文化財の保存・活用 No. 97

事 業 名 文化財の継承と活用 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 ■ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

検討 検討 検討 検討 検討

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

定期的な企画展の開催に向け努めてく
ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
た、常設展の展示替えなど工夫に努め
てください。

検討 検討 検討 検討 検討

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

土成歴史館及び市場歴史民俗資料館は、阿波市の歴史や文化を知る上での拠点施設であり、
同時に文化財を保護するための中核施設となっている。しかし、常駐職員が不在であり、平成27
年度においても定期的な企画展を開催するには至っていない。
学芸員資格を有する職員の採用や配置を要望していきたい。

事 業 概 要 調査研究成果や収集資料･借用資料などを用いた企画展を開催

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

推 進 施 策 ４－４　歴史館等の整備充実・有効利用 No. 98

事 業 名 定期的な企画展の開催 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

検討 検討 検討 検討 検討

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

■ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

現体制での工夫に努めてください。

検討 検討 検討 検討 検討

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

■ できていない

■ できていない

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

土成歴史館及び市場歴史民俗資料館は、阿波市の歴史や文化を知る上での拠点施設であり、
同時に文化財を保護するための中核施設である。
今後、活発な普及啓発や保護行政を行うにあたり、学芸員資格を有する職員の採用や配置な
ど、職員体制を強化することが必要である。

事 業 概 要 学芸員資格を有する職員などの配属

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

推 進 施 策 ４－４　歴史館等の整備充実・有効利用 No. 99

事 業 名 体制の強化 担　当　課 社会教育課


